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教科等間のつながりを捉えた小学校社会科単元の開発と実践 †
―社会科を中心としてまとめられた指導計画（５年「食料生産」）を事例として―

松川　博美 ＊・熊田　禎介 ＊＊

下野市立祇園小学校 ＊

宇都宮大学教育学部 ＊＊

概要　「社会科の学習は他教科等で学んだ知識や技能の集約である」という言葉を，以前，先輩の教師から
聞いたことがある。本研究では，「社会科を中心としてまとめられた指導計画（５年「食料生産」）」を作成・
実践した。その結果，本単元の実践を通して，教科等間のつながりを捉えることで各教科の学びの意味や必
然性を意識した学習活動を展開できることや，教科等間をつなぐための社会科や総合的な学習の時間の役割
とその重要性についても改めて確認することができた。

　キーワード：「宝木プラン」,「祇園プラン」，指導計画，つながり，調べ活動，体験活動，話し合い活動

１．はじめに
　本研究のスタートになったのは，戦後初期，宇都
宮にあった栃木師範学校附属小学校（宝木校）で作
成・実践された教育計画（以下，「宝木プラン」とする）
の存在であった。
　本プランの構成と運営にあたっては，各教科の学
習を作業単元的学習として徹底させようとする立場
から，まず教科別の指導計画を作成し，それを土台
としてプログラムを編成するという作業を通して，
同一活動のものは一つに集め，連絡のあるものは関
連させて，少しずつまとめるという方向性が目指さ
れている。そのまとめ方としては，①社会科に関係
のあるものは社会科に一括し，②その他のものは関
連があるもの同士でまとめていき（これが「まとめ
られた指導計画」と名付けられている），無理のな
いところで，できるだけ教科の枠に拘らないまとめ
た単元学習を試みつつ，まとまってこないものにつ
いては，そのまま教科の学習として行っている（１）。
　生活中心のカリキュラムである本プランの根底に
は，「子供たちは，その属する地域社会において，
個性に応じた生活をしながら，それぞれの経験を重

ねているのであって，この子供たちの具体的生活を
離れて，カリキュラムを考えることはでき」ず，「各
教科間に，出来るだけ関連やまとまりをはかってい
くことは，きわめて自然であり，又能率的」（２）とい
う考え方がある。そして，本プランの学習指導にお
いては，毎時の学習が次の導入となって，次々に問
題解決のための学習となるという「問題学習」の方
法がとられているため，枠に捉われない開放的な時
間割が採用され，その実践のための週プログラム構
成等の工夫がなされている点も特徴的である（３）。
　一方，現在の指導計画の状況を考えてみると，授
業における学習内容は，実生活にはそのまま活用で
きないような知識・技能の育成になってはいないだ
ろうか。また，教科の指導計画についても，各教科
とも系統単元の色合いが強く，各教科で習得した知
識・技能を他教科で活用しにくい状況にあるのでは
ないか。そして，その役割を期待される総合的な学
習の時間も，現実には「まとめられた指導計画」と
なり得ているのか，という疑問がある。
　そこで，本研究では，社会科を中心としてまとめ
られた指導計画（５年「食料生産」）を作成・実践
した上で，各小単元における学習活動の構想・実際
について触れながら，子どもたちにどのような学習
の姿が見られたのかを明らかにする。

２．「祇園プラン」における単元構想
　本研究では，「宝木プラン」の構想・実践に学び
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ながら，本校や子どもの実態を勘案した上で，社会
科の学習を中心として関連を図ることができる教科
や，合わせて学習を進めることで効果的な指導が期
待できるものを集め，「社会科を中心としてまとめ
られた指導計画（５年「食料生産」）」（以下，「祇園
プラン」とする）を作成した（【表１】参照）（４）。
　まず，指導計画の前半（５～６月）では，社会科
の小単元「米作りのさかんな地域」の学習を中心
に，他教科等の学習内容を吟味し，無理のないよう
に自然な形で教科等間がつながる指導計画を作成し
た（【表１】内の矢印で関連を示した）。

　次に，指導計画の後半（９～10月）では，総合的
な学習の時間をより効果的に活用したいと考え，社
会科の小単元「水産業のさかんな地域」「これから
の食料生産」の学習を通して広がった興味・関心の
受け皿として，総合的な学習の時間を個別の追究の
時間とした。また，社会科の学習で習得した知識・
技能を総合的な学習の時間における活動で応用・発
展させたいと考えた。
　以下，指導計画の前半と後半に即して，「祇園プ
ラン」における学習活動の実際について論述してい
くことにする。

３．小単元「米作りのさかんな地域」における学習
　活動の展開
（１）学習活動の構想
　本小単元は，山形県の庄内平野の米作りを事例に
学習を展開している。「祇園プラン」においても，
前述した考え方を念頭に置きながら無理のない実践
のため，従来の指導計画をベースに，関連を図るこ
とが可能である教科等や，合わせて学習することで
効果的な指導が期待できる教科等との連携を大切に
考え，学習活動を構想した。
①教科間の学習をつなぐ手立て
　例えば，米作りについて調べる過程で，農家の方
やＪＡ職員など専門家の話を聞く機会や，スーパー

等米を販売している店舗への取材活動を想定し，イ
ンタビューの仕方や目上の人との話し方を学習す
る，国語の「きいて，きいて，きいてみよう」や，「敬
語」の話す・聞く単元の学習活動を本プランに組み
込んだ。また，調べ活動の時間の確保のために総合
的な学習の時間「米から広がる世界Ⅰ」の活動も本
プランと合わせて行うこととした。このような学習
活動の構想により，「教科間をどうつなげるか」と
いう課題に対する一つの方向性を見出すことができ
たと考える。
　また，従来の指導計画であれば，国語の「きいて，
きいて，きいてみよう」では，友達に得意なことや
興味のあること等をインタビューする活動が提示さ

（※なお，括弧内の丸数字は時数を示した。）
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れているが，本プランでは，社会科の調べ活動を想
定して実施する。具体的には，農業関係者に対し，
どのようにインタビューすればよいかを考え，練習
する活動を行うことでその後の学習につながり，「学
習活動の必然性」や「学習内容の活用」を実現でき
るような指導計画を構想した（【表２】参照）。

　なお，本プランでは，「つかむ・見通す」「調べる」「ま
とめる」の各段階で学習のまとめをすることにして
いる。学習のまとめを作文にまとめることを予定し
ているが，その前後には話し合い活動を設定してい
る。自分が調べ考えてまとめたことを全体に伝える
ことで，他の考えとの比較や関連を図ることができ，

次の活動への課題や方向性が見出せるのではないか
と考えた。「宝木プラン」にも見られた，毎時の学
習が次の問題解決のための学習となるような「問題
学習」として単元が展開していくことを期待し，指
導計画に位置づけることとした。
②総合的な学習の時間とのつながり
　本校の児童の実態として，知的好奇心の高さと学
習全般における知識・技能の理解度の高さが挙げら
れる。各種学力テストにおいても，その得点率は大
変高いものがある。また，普段の授業でも，高度な
知識・技能を発揮して活動に取り組む姿が多く見ら
れ，活発な学習が展開されている。その反面，生活
体験の乏しさという実態がある。本実践で取り上げ
た「米」についても，周辺が住宅地であり，保護者
に農業関係者がほとんどいない等の生活環境の実態
から，自分の身体を使って体験し，感じたり考えた
りしたことを元に活動に取り組む機会をもつことは
難しい状況にある。そのため，学習を通して米の種
類や作り方等は資料から十分に調べ，自分たちの知
識・技能として身につけることができることは予想
されるが，実際の米作りにどのような苦労があり，
生産者はどのような思いをもって作業しているのか
等，実感を伴った理解につなげることは難しい。
　そこで，総合的な学習の時間を活用し，社会科の
学習と併行してバケツ稲栽培を行うこととした。子
どもたちが自ら米を育てる体験を行うことで，米作
りの大変さを味わい，自分たちなりの努力や工夫を
することで収穫までたどり着く経験を通して，生産
者はどのように米作りを進めているのか，生産者の
立場に立った見方や考え方ができるのではないか。
また，社会科の時間だけでは収まらない米への追究
の受け皿としての総合的な学習の時間の活用も進め
ていきたいと考えた。
　以上のように，本来は教科を横断した学習の核と
なる総合的な学習の時間も，今回の研究では「社会
科を中心としてまとめられた指導計画」における並
列した教科等の一つとして考え，計画上に配置した
点も本プランの特徴である。
（２）学習活動の実際
①教科間をつないだ学習と子どもたちの姿
　ここでは，本小単元の第２時を中心に，学習活動
の実際を紹介する。
　本時のめあては，「米は日本各地で作られている
が，北の地方で作られていることを資料から読み取



－ 44 －

ることができる」と設定した。主な学習活動として
は，持ち寄った米袋やチラシを見ながら気が付いた
ことを話し合う活動を取り入れた。そこから，「米
はどこで作られているのか」という疑問を引き出し，
その解決のために教科書の資料「米の生産量と作付
面積」を活用することで，米の産地の特徴を考えさ
せる。そして最後に，本来は暖かい地方の作物であ
る米が寒い地方で盛んに作られているのはなぜか，
また，どのような栽培の工夫が行われているのか等
の課題を確認することで次時へとつなげた。
　このなかで注目されるのは，本時の最後に今後の
学習活動を子どもたちと考えた際，課題解決のため
の方法として図書資料やインターネットなどを活用
することとともに，「（農業従事者に）実際に聞く」
という意見が出されたことである。この意見を契機
に，子どもたちから国語の話す・聞く単元の「きい
て，きいて，きいてみよう」でインタビューの仕方
を学び，練習しようという流れが生まれたのである。
このように，本時の学習活動により高まった「米に
ついてもっと調べたい」という思いが，子どもたち
の学びに状況や文脈を与え，社会科と国語をつなげ
て学習することの必然性を高めたと考えられる。
　さらに，本単元における子どもたちの発言を見る
と「作付面積１０万ｈａというと，１ｈａは１辺
１００ｍだから・・・」から算数の学習を想起して
田の広さを想像する様子が，また「（米を）育てる
ために必要なのは肥料・・・」（米の値段の違いを
考える際の発言）「（米は）寒い地方では育たないの
では・・・」（熱帯性植物である米が日本の寒い地
方で盛んに作られている状況に気付いたとき）等に
は，理科の「発芽と成長」の学習が生かされている
様子が見られた。このように，教科間のつながりを
意識することで，子どもたちは教科に捉われず自分
がもっている知識・技能を駆使して学習を進めよう
とする姿を改めて確認することができた。
　この他にも，本単元の学習を通した子どもたちの
追究の姿勢は，授業内だけでなく様々な場面で見ら
れた。例えば，朝の会で行っている「お知らせ」の
なかで，ＳＳが母親の出身地である北海道産の米
の種類を調べ，そのパッケージを印刷して見せなが
ら発表したり，また，ＳＴがブランド米である「ミ
ルキークイーン」について調べたことを発表したり
する等，本単元の学びが教科外の活動へも広がって
いったことも重要な点であろう。

②調べ活動・体験活動による子どもたちの学び
　また，総合的な学習の時間を，社会科の学習のな
かで生まれた疑問に関する調べ活動の時間として活
用したことも，より深い理解につなげることができ
た要因と考えられる。特に，農業関係者をゲスト・
ティーチャ―（以下，ＧＴとする）として迎えるこ
とで，子どもたちの米作りに関する疑問に答えてい
ただくとともに，栽培のポイント等の助言を受ける
機会となったことも有効であった。
　同じく総合的な学習の時間においてバケツ稲栽培
という体験活動ができたことも，本単元の学習にお
いて大変有意義であった。子どもたちにとって，社
会科で学習したことを実体験として確認すること
で，より実感が伴った理解につながったのではない
かと考える。栽培の過程で病気や害虫，スズメの被
害や水管理の難しさなど米作りの苦労から，収穫の
喜びまでを体験できたことは，米の消費者としての
視点だけでなく，生産者としての視点も意識させる
上で意味のある学習活動であったと思われる。
　なお，本単元における学習のまとめとして書いた
作文から子どもたちの米作りに対する思いや考えを
見ると，大きく６つに分けることができる。
　○学習全般を振り返って
　○「品種改良」について
　○「米作り」について
　○「これからの米作り」について
　○「機械化」について
　○「集落営農」について
　紙幅の都合上，紹介はできないが，全体的に見て，
米作りに関する知識がしっかりと身に付いており，
それらを用いたまとめには，本実践の成果を見るこ
とができる。しかし，多くの児童においては「まと
める」という意識が強く，抽象的な表現による記述
が多い他，自分たちが消費者であるという意識が強
く，その立場から見ている様子が伺える。一方で単
なる知識・技能の蓄積ではなく，米作りについて学
習したことを元に自分はどう考えるのかといったよ
り個別的・具体的なまとめはどちらかというと学力
的に中位の子に見られる傾向があった。なかでも，
ＮＲのまとめに「農家の努力のけっしょうでもあり，
愛情があり，それだからこそ日本の主食だと思いま
した。」という記述には驚いた。本児は普段大変お
となしく，学習面はもとより生活面でもあまり感情
を出さない子である。学習にもやや消極的で，これ
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まで目立った発言のない児童が，このような記述を
した背景について考えられることは，ＧＴとの関わ
りやバケツ稲栽培といった体験活動を通してではな
かったかと推察する。
　その意味でも，本小単元の実践を通して，より多
くの子どもたちが学習内容を自分事として捉え，具
体的な発言や行動が見られるようなさらなる実践の
構想や手立てが必要であると考えた。

４．小単元「水産業のさかんな地域」「これからの
　食料生産」における学習活動の展開
（１）学習活動の構想
　前小単元の実践を通して見られた子どもたちの農
業への関心の高まりや追究の広がりから，この後に
続く水産業，そして日本の食料生産に関する学習に
これらをつなげていけば，さらに子どもたちの思考
は深まっていくのではないか，学習内容をもっと自
分事として捉え，具体的な発言や行動が見られるの
ではないか，という期待感が生まれてきた。
　そこで，社会科の学習をベースにしながら，総合
的な学習の時間「米から広がる世界Ⅱ」へと発展的
につないだ学習活動を新たに構想した。
①小単元「水産業のさかんな地域」の構想
　ここでは，教科書主体の学習活動に，栃木県にお
ける水産業の実態を取り入れながら学習を展開し
ていくこととした。取り上げる教材は，栃木県の水
量の豊富さや水質の高さ等，水産業を行う条件やヤ
シオマスのブランド化に関する新聞記事，那珂川町
におけるトラフグ養殖の様子等である。内陸県に住
む子どもたちにとって農業よりもさらに身近ではな
い水産業に関心をもち，主体的な学習活動を促すた
めの取り組みとして，意外にも水産業のさかんな栃
木県の実態を知らせることが効果的ではないかと考
え，活動計画を作成した。
②小単元「これからの食料生産」の構想
　農業，水産業と続いた食に関する産業のまとめと
なる本小単元では，毎時間ごとに視点を与え，子ど
もたちの考えを見取っていくこととした。子どもた
ちは，これまでの農業・水産業の学習を通して獲得
した情報や知識などを土台とし，「輸入」「自給率」「地
産地消」等の食料生産に関わるキーワードについて
調べ，感じたことや考えたことなどを記録していく。
その記録を分析することで，子どもたちの現在の思
いや関心はどこにあるのかを捉えていきたいと考え

た。それらが，その後の総合的な学習の時間「米か
ら広がる世界Ⅱ」の課題となるように，学習をつな
げていくこと本小単元のねらいとした。
③総合的な学習の時間「米から広がる世界Ⅱ」の構想
　本活動では，これまでの食料生産に関する学習の
まとめを行うこととした。社会科「これからの食
料生産」の学習活動などで関心をもった事象をテー
マとし，そこを切り口に食料生産についての自分の
考えをもつことをねらいに設定した。活動の過程で
は，図書資料やインターネットなどを活用した調べ
活動も大切な学習手段として取り入れるが，ここで
は話し合い活動を重点に，子どもたちの考えを深め
たり，さらなる調べ活動への意欲づけにしたりする
ことを目指すことにした。自分のテーマについて調
べ，まとめたことを発表することで友達からの批評
を受け，足りない部分を調べることでさらに自分の
考えを深めていく。また，友達の意見と自分の意見
とを比較・関連させることで新たな見方・考え方を
見出すこと，友達に認められることで自分の考えに
自信をもちさらに活動を進めることなど，話し合い
活動をすることによる効果を期待し，本活動を進め
ていく。
（２）学習活動の実際
①前小単元の学習を生かした子どもたちの姿
　まず，小単元「水産業のさかんな地域」の学習の
最後に子どもたちがまとめた作文を見ると，子ども
たちの思考は大きく３つに分けることができる。
　○「漁業従事者の減少と高齢化」問題について
　○「ブランド化」について
　○「栃木県における水産業」について
　ここでは，前小単元で学習した従事者減少などの
問題やブランド化などの工夫が，水産業にも存在す
ることに気づくなど，前小単元で学んだことを生か
しながら，水産業について考え，まとめる様子が多
くの場面で見られた。学習活動が単元ごとに切れる
ことなく，つながりをもって進められたことが確認
できたことも，本実践の成果の一つであると考える。
　前小単元で生産者の思いについてまとめたＮＲ
は，水産業の学習でも「いつも食べている魚には漁
師の思いがあり，おいしく食べられる陰には関係者
の苦労がある」というまとめを書いていた。本児の
生産者への思いの根底にあるものはまだ見えてこな
いが，今後の学習でどのようになっていくか，注目
される。また，ＹＨのまとめにも，「（遠洋漁業や養
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殖業で）努力している人々により食生活は支えられ
ている」と生産者に目を向けた記述が見られた。農・
水産業の学習を通して，社会的事象には必ずそこに
携わる人々が存在し，その人たちの努力や苦労があ
る，というところに意識がいくようになってきたこ
とは，素晴らしいことであると感じた。
②社会の問題とその解決策に気づいた子どもたちの
学び
　続く小単元「これからの食料生産」においては，
子どもたちは日本の食料生産が抱える「輸入」「食
料自給率の低下」などの問題と，それらの問題解決
に向けた取り組みについて調べた。そして，その過
程で「地産地消」「グリーンツーリズム」「トレイサ
ビリティ」などの存在を知り，子どもたちは食料生
産の問題への対応として様々な取り組みがあること
に気がついた。この後，子どもたちはこれらの取り
組みについて，さらに調べ活動を展開していくこと
になる。だが，これらの具体的な取り組みに対する
関心以外にも，ＳＡやＭＴの「消費者も意識を高め，
（食品情報などを）もっと確認する必要がある」や
ＯＮの「スーパーでももっと国内産を売るべき」と
いう考えが見られた。これらは，この後の総合的な
学習の時間の活動で大きく展開することになる自分
たちの足元にある「実生活」「実体験」という観点が，
少しずつ子どもたちのなかに芽生えてきたことを示
すものであると考えることができた。
③自分と社会とのつながりを捉えた子どもたちの学
び
　そして，本活動「米から広がる世界Ⅱ」では，小
単元「これからの食料生産」の学習で興味･関心を
持った事象をテーマとし，個人での調べ活動を行っ
た。調べたことをまとめ，中間発表会（全３回）で
発表し，友達からの質問などを受けることでさらな
る課題や新たな方向性を得，再度調べ活動を実施し
た。その後，最終的な学習のまとめとして「○○（自
分のテーマ）とわたし」という作文にまとめ，最終
発表会（全３回）で披露する，という流れで実践を
行った。ここでは，中間発表会（第３回）をもとに，
子どもたちの様子を紹介する。
　子どもたちのテーマは，「地産地消」「グリーンツー
リズム」「トレイサビリティ」「輸入」「ブランド化」「Ｔ
ＰＰ」「自給率」に分かれた。発表会では，それぞ
れのテーマについて２，３人がコンピュータで資料
を提示しながら，取り組みの特徴などを説明し，そ

れに関連する質問をするという流れで行った。子ど
もたちはそれぞれのテーマについて詳しく調べ，発
表も分かりやすいものが多かった。しかし，テーマ
に関連した質問であっても，自分の調べから少しで
も離れると「分かりません」「そこまでは調べてい
ません」と，回答をあきらめてしまうことが多く見
られた。確かに，テーマについての子どもたちの知
識や情報量は豊富で，様々な専門的用語を適切に用
いて説明していたが，それらは抽象的なものが多く，
「自分たちの生活にどう関わるのか」「自分だったら
どうするのか」といった自分とのつながりにまでは
理解としてつながってきていないのが現状であると
思われた。そのような学びとなるためには，もっと
具体的な調べが必要で，そのためには「自分が体験
すること」が重要であると考えた。
　このような状況で迎えた３回目の中間発表会にお
いても，途中まではこれまでと同じような展開で発
表が進んでいたが，一通り発表が済んだところで，
ＦＥが次のような発言をした。

「地産地消を調べたんですけど，地産地消は経験
したことがあって，地産地消は売ってるとかそ
ういうのだったけど，お祭りにしているところ
があるんですけど，あの，若い人とかに農業し
てほしいので，かわいいものとか若者が好きそ
うなものを売るよう集めて，ピザとかそういう
のをかまどで焼いたりして，それでお祭りにし
て，それで農業のよさとかそういうものを知っ
てもらうことからお祭りにして地産地消をやっ
ているところがある。」

　ＦＥのテーマは「輸入」であったが，発表会で友
達の意見を聞いているうちに地産地消にも関心をも
ち，調べてきたということであった。そして，この
ＦＥ自身の経験に基づいた発言をきっかけに，「地
産地消」アピールのための取り組みについて，子ど
もたちが話し合いを始めるのである（【表３】参照）。
この話し合いには，「地産地消」をテーマとする子
どもはもちろん「輸入」「自給率」「ＴＰＰ」など異
なるテーマをもった子どもも参加し，それぞれが自
分のこれまでの調べを土台にしたり，スーパー等で
の体験をもとにしたりしながら話をしていた。なか
でも，７８・８０で発言したＳＳや７９のＫＨは，
これまでの発表会でも積極的な発言をしていたが，
その発言内容はインターネットなどによる調べを根
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拠としたものが多く，大変詳しい調べではあったが，
どこか具体性に欠け，抽象的なものであった。その
ような子どもたちが自分の体験をもとに話し始める

ことで，子どもたち同士が自身の調べや経験をもと
に学び合う姿が見られるようになったことも大きな
収穫であったと考える。その後，冬休みにはさらな
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る調べ活動を行い，最終的なまとめの作文を作成し
た後，授業参観も含め３回の最終発表会を行い，本
実践を終了した。
　このように，本単元を通して，子どもたちは主体
的に学習活動に取り組むなかで，次第に変容してい
く姿が見られた。それは，自分と社会とのつながり
を捉えた学びで
あり，また，社
会的事象を自分
事として捉え，
考えていく姿
勢であった。ま
た，単元の終了
時に子どもたち
から「もっと知
りたい」「もっ
と学習したい」
といった思いが
表出されてきたことも本実践の成果である（【図１】
参照）。このような子どもたちの学習に向かう態度
をいかに捉え，どのように次の教科等の学習に生か
していくのか，こうした点も今後，重要な実践的課
題となってくるように思われる。

５．おわりに
　本研究では，戦後初期における「宝木プラン」の
構想・実践に学びながら，社会科を中心としてまと
められた指導計画（５年「食料生産」）を作成・実
践した。各小単元の実践やそのなかでの子どもた
ちの学びの姿を通して，①各教科等間のつながりを
捉えることで，各教科等における学びの意味や必然
性を意識した学習活動が展開できること，また，②
教科等間をつなぐための社会科や総合的な学習の時
間の役割とその重要性についても改めて確認するこ
とができたことは何よりも大きな成果であった（５）。
本プランは，現時点の

4 4 4 4

教育課程における，一単元を
通した実践的試みの一つであり，その意味でも多く
の課題が残されている。本研究を通して見えてきた
成果と課題に鑑みながら，さらなる実践研究を重ね
ていきたい。

【註】
（１）「本校教育計画の基本的立場」（栃木師範学校
附属小学校（宝木校）『新しい小学校の教育計画』，

1949年）
（２）中村藤樹「まえがき」（栃木師範学校附属小学
校（宝木校）『新しい小学校の教育計画』，1949年）

（３）前註（１）
（４）なお，「米作りのさかんな地域」については，
各教科，総合的な学習の時間との関連を考慮し
て計画した。また，「水産業のさかんな地域」「こ
れからの食料生産」では，主に総合的な学習の
時間との関連を考慮したため，各教科について
は触れていない。

（５）中央教育審議会教育課程企画特別部会による
「論点整理」では，「カリキュラム・マネジメント」
の重要性が挙げられ，「教科等間のつながりを捉
えた学習を進める観点から，教科等間の内容事
項について，相互の関連付けや横断を図る手立
てや体制を整える必要がある」とされる（中央
教育審議会（第７期）教育課程企画特別部会「論
点整理」，2015年8月，21-23頁）。
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